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～ ＤLB（レビー小体型認知症）の患者だった亡父が 
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令和５年度認知症に関わる講演会 

主催：府中市／社会福祉法人府中市社会福祉協議会 

講演会終了後、介護者の交流会を開催し

ます！！ 

時間：１５：１５～１６：００ 

場所：ルミエール府中会議室１・２ 

定員：介護されている方 先着１５名 

家族介護者の視点から、認知症になっても尊厳を持って生きられることを伝えるべ

く、レビー小体型認知症の父を介護していたミステリー作家で放送作家の小西マサテ

ル氏に登壇いただき、「認知症の処方箋はリスペクト」など魅力的な言葉で認知症の家

族と向き合った経験をお話いただきます。辛いことばかりではないことなどを笑いを交

えながらお話ししていただきます。  

ご著書は世界11か国語で翻訳

し出版されています。 

コンベンションホール 

      飛鳥 

ルミエール府中 

令和５年 ９ 月 ３０ 日 (土) 

午後１時３０分～３時 

講師 

小西 マサテル 氏 
放送作家・ミステリー作家 

対象：市民、市内在勤者 

費用：無料 

定員：先着２５０名 

二次元コードからでも申込受付ます。 
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認知症でも安心！わがまち府中２０２３  参加申込書 

「父親のままでいてくれた」 
    ～ＤLB（レビー小体型認知症）の患者だった亡父が教えてくれた 

           “認知症への処方箋”～ 

参 加 者 

お名前
（ ふ り が な ）

 住所 電話・FAX 介護者交流会 

 
（             ） 
                  
                                    
 

 

  
電話 

  
FAX 

※介護者の方の参加 

参加する 

参加しない 
 
（             ） 
                  
 

 

  
電話 

  
FAX 

※介護者の方の参加 

参加する 

参加しない 

車いすでご来場の方、介護の必要な方をご同伴の場合は事前にご相談ください。 

  ・車いすで来場         ・介護の必要な方を同伴         

  講師への質問がありましたらご記入ください。 
 

 

       
              府中市社会福祉協議会会員募集中！ 

 

講師：小西 マサテル（こにし まさてる）プロフィール 

香川県高松市出身。東京都在住。明治大学在学中より放送作家として活躍。ラジオ

番組『ナインティナインのオールナイトニッポン』『徳光和夫 とくモリ！歌謡サタ

デー』『笑福亭鶴光のオールナイトニッポン.TV@J:COM』『明石家さんま オール

ニッポン お願い！リクエスト』や単独ライブ『南原清隆のつれづれ発表会』などの

メイン構成を担当。 趣味・特技は落語。  

 講師著書「名探偵のままでいて」主人公の楓は、 

小学校の教師。かつて小学校校長だった祖父は、レビー 

小体型認知症を患い、幻視の症状に悩まされていた。 

だが、楓の周りで起きた不可解な出来事を聞くと、 

知性を取り戻し謎を解き明かしていく。 

「第21回このミステリーがすごい！」大賞を受賞 。 


